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平成 18 年 3 月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17 年 5 月 13 日の決算発表時に公表した業績予想を下記のと

おり修正いたします。 

記 

１． （個別）業績予想の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高     経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 17 年 5 月 13 日発表） 
4,300 99 42 

今回修正予想（Ｂ） 3,803 8 14 

増減額（Ｂ－Ａ） △496 △90 △27 

増減率 △11.6 △91.9 △66.7 

前期（17 年 3 月期）実績 3,690 38 △18 

 

２． （連結）業績予想の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売上高     経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 17 年 5 月 13 日発表） 
4,300 120 63 

今回修正予想（Ｂ） 3,803 △0 11 

増減額（Ｂ－Ａ） △496 △121 △52 

増減率 △11.6 － △82.5 

前期（17 年 3 月期）実績 3,690 △89 △140 

 

３． 修正の理由 

（１） 個別 

平成 17 年 10 月 18 日に公表いたしました「中間業績予想の修正に関するお知らせ」並びに本日

公表いたしました中間決算発表の通り、半導体デバイスメーカーの設備投資の減速傾向を受けて、

製造装置メーカー各社よりの受注が予想を下回りましたことに加え、原油価格の高騰に伴う素材価

格の値上がりや、品不足による納期遅れ等の影響により、上半期は低迷いたしました。 

下半期につきましては、半導体デバイスメーカー各社の稼働率が回復傾向にあり、当社の受注、

稼働率も増加するものと考えております。しかしながら、上半期の落ち込みをカバーするまでには至

らないことから、経常利益並びに純利益は当初予想を下回る見込みとなりました。 

（２） 連結 

個別業績予想の修正によるものです。 

以上 
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